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Research Abstract

これまでの神経系機能解析は電気⽣理学的⼿法が主要な⼿法として使われてきた。最近になり、分⼦⽣物的⼿法が導⼊され神経系構成因⼦が次々と発⾒されつつあ
る。こうした因⼦の機能を調べるには、因⼦が神経系内でどのように挙動するかモニターするベクター系の開発が不可⽋である。 
本研究では。C.elegansを⽤い神経⾼次機能の1つ慣れ学習に働く神経回路網について検討し、わずか3種の感覚ニューロンと4種の介在ニューロンからなることを
明らかにした。更に、構成ニューロンの学習への寄与をレーザー顕微ニューロン破壊で検討し、介在ニューロンAVDと感覚ニューロンALMが主要な役割をしている
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ことを明らかにした。ALD,AVDでの記憶形成について詳細に検討するため、2つのニューロンに特異的に発現するシスエレメントの固定を⾏っている。本エレメン
トGFPをレポーターとするベクターに継ぎ、神経固有因⼦例えばリン酸化(PKC)、脱リン酸化(PPI)等の学習への寄与を探っている。
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